
東亜大学校―交換学生 

追加案内事項 

 

１.学部授業の受講について 

－学部の授業の受講の方法 

 １）交換学生は本校の滞在中の韓国の学生と同様の扱いになります。 

 ２）韓国の学部では上級生の授業を受講することは基本的に不可能です。 

   しかし、授業関連助教のほうに調整をし、認定をもらった場合、 

   国際交流課の申請様式に作成していただければ受講可能です。 

 

２．寮について（スンハック・キャンパス、ハンリム生活館） 

－韓国の寮では衛生上電子レンジ、冷蔵工、テレビは置いてありません。 

－韓国の寮では売店が日曜日は休みとなります。 

－韓国のトイレはシャワールームと便器がトイレに一緒に配置されております。 

（韓国の普通の文化） 

－日本の寮と違い韓国の寮は夏休み、冬休みの最後の週には閉館 

（掃除と整備のため）となり 

 留学生のなか特別に滞在を希望する学生に限り、1日 1万ウォンという費用が 

 発生します。（7万ウォン～9万ウォン） 

 この部分は寮費を協定上寮費の支援をしている費用の別途の部分となります。 

 韓国の学生寮の文化となり韓国では 365日前日をオープンする寮は 

存在しません。 

 



３．韓国語の授業について 

－韓国語の授業は初級１～２の場所はスンハックキャンパス、中級１～２の 

授業は石堂グローバルハウスになります。 

グレードにより受講できる施設が違い、石堂グローバルハウスはスンハック 

キャンパスからバスで 30分程度の距離に位置しております。 

（こちらのほうも学期中変更された部分で申請依頼の資料には入って 

おりません。） 

４．費用の納入について 

－韓国は日本と違い費用の納入が一週間前とか 10 日前に突然公知がくる場合が 

 あります。日本では 2～3 週間前に連絡があると思いますが、韓国では 

 学部の学生への案内後留学生の案内となりますのでその部分は改善となるのが 

 少し時間がかかると思います。 

5. 学生生活について 

－韓国では学生同士でのいじめと暴力については刑事処罰の対象となります。 

 この部分は日本学生同士でも同等な内容となりますので、ご注意ほど 

お願い申し上げます。 

－また、本校の BUDDY の学生はボランティアーで活動する学生でございまして、 

 留学生から BUDDY に宿題をさせたりいじめをすることは 

  禁止されております。お互いに協力し合って文化交流ができるように 

  伝達いただければ幸いでございます。 


